
【観覧時間】午前 9時～午後 5時（最終入場は午後４時 30分まで）
【休 館 日】10月 11日（火）、17日（月）、24日（月）、31日（月）
　　　　　   11 月 7日（月）、14日（月）、21日（月）、28日（月）
【主　　催】三重県総合博物館
【後　　援】三重県博物館協会、歴史街道推進協議会
【助　　成】公益財団法人　岡田文化財団
　　　　　芸術文化振興基金助成事業　
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津市真教寺（閻魔堂）　木造十一面観音立像
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　江戸時代初め､仏像をつくりながら諸国を旅した僧侶｢円空｣。彼の仏像は｢円空仏｣と呼ばれ､
今も高い人気を誇ります。延宝二年(1674)､円空は志摩地方を訪れ､大般若経を修理し､経の
見返し部分に釈迦説法図を描いています。
　これらは数少ない円空の絵画作品で、今回、この貴重な大般若経の見返し絵全点を含む志摩
地方の作例を中心に､県内各地の主な円空仏について紹介します｡

※大般若経は展示替を行います（詳しくは当館ホームページをご覧ください）

親鸞と高田本山
～専修寺国宝から
   ひろがる世界～ （予定）

志摩市片田・大般若経（10/8 ～ 11/6 まで展示）

志摩市立神・大般若経（11/8 ～ 12/4 まで展示）

１０月１１日（火）、１７日（月）、２４日（月）、３１日（月）
１１月７日（月）、１４日（月）、２１日（月）、２８日（月）

 2023年
４月２２日（土）～６月１８日（日）県指定文化財  親鸞聖人坐像

● 展示解説会
 担当学芸員が展示について解説いたします｡
日　時：10月16日（日）､11月13日（日）､27日（日）
　  　 13時30分～15時
会　場：三重県総合博物館３階 レクチャールーム
定　員：５４名（当日受付・先着順  13時から受付）

電子申請または往復はがき
 （締切日必着、申込締切は10月13日（木）、  応募者多数の場合は抽選）

【記念講演会の申込方法】

※電子申請は、当館ホームページのイベント案内からお申込みください。
　アドレス　https://www.bunka.pref.mie.lg.jp/MieMu/84927046739.htm
※１通の申し込みで最大4名様までです。代表者の氏名、住所、当日連絡が
　とれる電話番号、参加者全員の氏名を記入してご応募ください。

申し込み・問い合わせ先
　〒514-0061　三重県津市一身田上津部田3060
　　電話：059－228－2283
　　三重県総合博物館　三重の円空記念講演会 係

新 型コロナウイルス感 染 症の流行状 況によっては、
企画展及び催しの内容等変更になる場合がございます
のでご了承ください。最新の情報については当館HP、
Twitter、Facebookなどでご確認ください。

● 記念講演会
　 ｢円空の発見 ― 橋本平八を中心に｣

講　師：毛利伊知郎氏（前三重県立美術館長）

日　時：11月3日（木･祝）  13時30分～15時
会　場：三重県総合博物館３階 レクチャールーム
定　員：５４名（事前申込）

【記念講演会・展示資料解説会】　

　江戸時代初め､仏像をつくりながら諸国を旅した僧侶｢円空｣。彼の仏像は｢円空仏｣と
呼ばれ､今も高い人気を誇ります。延宝２年(1674)､円空は志摩地方を訪れ､大般若経を
修理し､経の見返し部分に釈迦説法図を描いており、これらは数少ない円空の絵画作品と
なっています。
　今回、この貴重な大般若経の見返し絵全点を含む志摩地方の作例を中心に､県内各地の
主な円空仏について紹介します｡

志摩市片田・大般若経  ※10月8日（土）～11月6日（日）まで展示

志摩市立神・大般若経  ※11月8日（火）～12月4日（日）まで展示

少林寺
聖観音菩薩立像

三蔵寺
聖観音菩薩立像

中山寺・文殊菩薩坐像

上五知農家組合・薬師三尊立像

円空作 大般若経 見返し絵 

志摩市片田・大般若経  58帖

志摩市立神・大般若経１３０帖

全点公開

事前申込

当日受付

参加費無料

円空展

親鸞と高田本山
～専修寺国宝から
   ひろがる世界～ （予定）

※前期後期で約半数ずつ展示します
前期：10月8日（土）～11月6日（日）
後期：11月8日（火）～12月4日（日）


